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はじめに 

 
 
令和 6 年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 
新型コロナウイルス感染症の流行は社会に大きな影響を与えましたが、令和 6 年度

にはその影響は次第に過去のものとなりつつありました。もっとも、社会や大学の活

動にはさまざまな形でその余波が残っており、コロナ禍を経て私たちの教育研究活動

のあり方も少なからず変化しました。たとえば、学会や研究交流の多くは再び対面形

式へと戻った一方で、学内外の会議や研究打合せの多くではオンライン形式が引き続

き利用されています。遠隔地からでも参加できるという利点は大きく、教育研究活動

の効率化に寄与している面もありますが、その反面、人と人とのつながりが以前に比

べてやや希薄になっていると感じる場面も少なくありません。 
教育研究活動においては、フィールド調査、ラボでの実験、コンピュータシミュレ

ーション、データサイエンスなど、多様な研究手法が用いられています。これらの研

究活動には、先人や先輩が積み重ねてきた多くの経験と知見が重要な役割を果たして

います。しかしながら、こうした経験的な知見の多くは論文などの文字ベースで明示

されることが少なく、教育研究活動のなかで伝承されていく側面が大きいものです。

私たちは、このような無形資産というべき経験値を時代の変化に応じて見直し、更新

しながら発展させていく必要があります。本報告書に記載された現在進行中の取り組

みが、環境問題の解決と持続可能な社会の実現に向けた今後の教育研究活動のさらな

る発展と新たな更新の礎となることを期待しています。 
 
 

北海道大学大学院環境科学院 
学院長 小西克明 
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Ⅰ 組織 

１ 沿革 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年  
 2 月 9 日 

英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2 月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 1 日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1 月 16 日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1 月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10 月 25 日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11 月 12 日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1 月 9 日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 

2010（平成 22）年 2 月 11 日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3 月 31 日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4 月 9 日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9 月 2 日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3 月 31 日） 
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10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10 月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11 月 25 日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 2 月 3 日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10 月 13 日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1 月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3 月 14 日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4 月 2 日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5 月 31 日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流

協定を締結                                 

6 月 25 日 
中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結 

（～2018(平成 30)年 3 月 19 日）  

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12 月 27 日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年  1 月 22 日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1 月 23 日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3 月 20 日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16 日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9 月 29 日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12 月 28 日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3 月 17 日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4 月 12 日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6 月 7 日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7 月 13 日 
ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結（～2023 

(令和 5)年 8 月 10 日） 
10 月 23 日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 26 日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1 月 15 日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2 月 27 日 
インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結（～2024 

(令和 6)年 1 月 17 日） 

3 月 26 日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 

4 月 2 日 インド インド工科大学ハイデラバード校と大学間交流協定を締結 

7 月 26 日 ロシア連邦 北東連邦大学と部局間交流協定を締結（～2020(令和 2)年 4月 15 日） 

2019（令和元）年 10 月 15 日 中華人民共和国武漢紡織大学化学・化学工学院と部局間交流協定を締結 

2020（令和 2）年 2 月 27 日 タイ王国ヴィデャシリメディ科学技術大学と学術交流協定を締結 

2024（令和 6）年 1 月 5 日 インドネシア共和国ハサヌディン大学数学自然科学部と部局間交流協定を締結 

1 月 18 日 
インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部および土木工学・計画学部と部局間交

流協定を締結 

 5 月 9 日 ベトナム国家大学ホーチミン校自然科学大学 物理・工学物理学部と部局間交流協定を締結 

 11 月 5 日 中華民国（台湾）国立中央大学工学院及び理学院と部局間交流協定を締結（参画） 

 11 月 12 日 中華人民共和国大連理工大学化工学院と部局間交流協定を締結 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 
 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 
堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～2021（令和 3）年 9 月 30 日 

谷 本 陽 一 2021（令和 3）年 10 月 1 日～2025（令和 7）年 9 月 30 日 

 小 西 克 明 2025（令和 7）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 
学院長   谷本 陽一 
副学院長 小西 克明 
学院長補佐 山中 康裕 

6.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
露崎 史朗 

人間・生態 
システム 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

石川  守 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 
早川 裕弌 
先崎 理之 

 
 

 

環境適応科学 
野呂 真一郎 豊田 和弘  LIU TONG 

鄭  キン 
齋藤 結大 

 

実践環境科学 
山中 康裕 

 
 平田 貴文  

国際環境保全 

沖野 龍文 ガルシア 
モリノス， 
ホルヘ 

ラム，アバタル 

 
 

 

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

西岡  純 

生物地球化学 

力石 嘉人 

鈴木 光次 
山本 正伸 
西岡  純 

  

山下 洋平 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 
入野 智久 
滝沢 侑子 

 宮﨑 雄三 

岩崎 晋弥 
 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラルフ・ 
ギュンター 
杉山  慎 

飯塚 芳徳 
ポドリスキ，

エブゲニ 
白岩 孝行 

 的場 澄人 
下山  宏 
箕輪 昌紘 

 

大気海洋物理 
学・気候力学 

谷本 陽一 
大島慶一郎 

江淵 直人 
三寺 史夫 
深町  康 
堀之内 武 
藤原 正智  

青木  茂 
富田 裕之 
安成 哲平 
河谷 芳雄 

中村 知裕 水田 元太 
松田 拓朗 
豊田 威信 
川島 正行 
中山 佳洋  
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

田中 亮一  

植物生態・多様

性生物学 

相場慎一郎 工藤  岳  久保 拓弥  

生態遺伝学 
越川 滋行 
内海 俊介 

  早川 卓志 
佐藤 安弘 

吉田 磨仁 

分子生物学 

福井  学 

森川 正章 
山口 良文 
田中 亮一 
三輪 京子 

笠原 康裕 
落合 正則 
堀  千明 

 小島 久弥 
鷲尾 健司 
曽根 正光 
渡邉 友浩 
高林 厚史 
伊藤  寿 
山内彩加林 
小野 清美 

 

動物生態学 
野田 隆史 小泉 逸郎  大舘 智志  

海洋生物生産学 
工藤  勲 
高木  力 

芳村  毅 
浦  和寛 

   

水圏生物学 

長里千香子 

仲岡 雅裕 
宮下 和士 
宗原 弘幸 
四ツ倉典滋 

伊佐田智規 
南  憲吏 
萩原 聖士 

 

 山本  潤 
市原 健介 

 

森林圏フィール

ド科学 

吉田 俊也 
中村 誠宏 
揚妻 直樹 

高木健太郎 
中路 達郎 

 

車  柱榮 
岸田  治 
福澤加里部 
小林  真 
植竹  淳 

 野村  睦 
大平  充 
倉田 正観 

 

耕地圏科学 
星野洋一郎 
後藤 貴文 

中村   剛 
河合 正人 

 平田 聡之 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
神谷 裕一 

生体物質科学 
小野田 晃 山田 幸司 

梅澤 大樹 
 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

廣川  淳 
七分 勇勝 
加藤  優 
大友 亮一 

 中田  耕 
 

 

光電子科学 

ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 
中村 貴義 

髙野 勇太  髙𣘺𣘺 仁德 
薛 晨 
黄 端康 
岡本 拓也 
呉 佳氷 

 
 

環境触媒化学 
中島 清隆 
高草木 達 

菅沼 学史 
武安光太郎 

 大須賀遼太 
魯 邦 

 

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 

 
 
  



 - 9 - 

４ 事務組織                                

6.4.1現在 
環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 特命職 契約職員等 

事務長 
原田 由美 

総 務 
山口なつみ 

山下 昌利 
 岩下   僚 澤田 浩一 

小坂 繭子（事務補佐員） 

浜口 徳子（事務補助員） 

教 務 芳岡 英美 伊藤 淑恵 
黄   荔 

都築 啓子 

 

 

渡辺智恵子（事務補助員） 

コール知枝（事務補助員） 

会 計 佐々木 晃裕 松川 晶子 柳澤 仁美 
 

 
商 かおり（事務補助員） 

図 書 佐々木 圭        

 
 
 
 
 

 
 

  

 
研究院長室秘書 

 
明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                    6.4.1現在 

 
 

 
  

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事
務 
所
掌 

備考 

専攻長 
会議 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
申合せで 
明記 

学院人事
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
 

教務 
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教
務委員  教務

担当 
内規で 
明記 

入学試験 
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務

担当 
内規で 
明記 

点検評価
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務

担当 
内規で 
明記 

将来計画
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
 

安全管理
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計

担当 
 

広報 
委員会 豊田 和弘 渡辺  豊 相場慎一郎 加藤  優  学院長    総務

担当 
 

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

露崎 史朗
佐藤 友徳 

亀山 宗彦 
中山 佳洋 

吉田 麿仁 
鷲尾 健司 

加藤  優 
菅沼 学史 学院長補佐     総務

担当 
各専攻 
２名 

学生 
委員会 豊田 和弘 渡辺  力 三輪 京子 神谷 裕一 学院長補佐   全学学

生委員  教務

担当 
内規で 
明記 

留学生 
委員会 露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 
英語プロ

グラム運

営委員会

委員長 

 教務

担当 
内規で 
明記 

ハラスメ
ント防止
委員会 

露崎 史朗 西岡  純 田中 亮一 神谷 裕一 副学院長 
学院長補佐 学院長 専攻長 

全学ハラ

スメント

予防推進

員 

 教務

担当 
 

英語プロ
グラム運
営委員会 

根岸淳二郎 堀之内 武 内海 俊介 小野田 晃 学院長、副学院長、学
院長補佐から１名  

学院長が

必要と認

める者 
 教務

担当 

沖野龍文 
露崎史朗 
豊田和弘 

コース 
代表教員 

渡邉 悌二 
野呂真一郎 
山中 康裕 
沖野 龍文 

鈴木 光次 
杉山  慎 
藤原 正智 

相場慎一郎 
内海 俊介 
山口 良文 
小泉 逸郎 
高木  力 
長里千香子 
中路 達郎 
星野洋一郎 

小野田 晃 
八木 一三 
ビジュ,ヴア
スデヴアン 

ピライ 
中島 清隆 
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Ⅱ 学生の受入 
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Ⅱ 学生の受入 

６ 入学試験 
令和６年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
令和５年５月 22日（月） 

 

秋季入試：博士後期課程   令和５年８月 22日（火） 

23日（水） 

      修士課程（博士前期課程）  令和５年８月 22日（火） 

23日（水） 

 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 

令和５年 11月 15日（水） 

 

春季入試：博士後期課程   令和６年２月 19日（月） 

     修士課程（博士前期課程）  令和６年２月 19日（月） 

２月 20日（火） 

 

１０月入学入試：博士後期課程  令和５年 8月 22日（火） 

23日（水） 

      修士課程（博士前期課程）  令和５年 8月 22日（火） 

23日（水） 

  

 

 

入試説明会 

 第１回  令和５年５月 21日（日） 

第２回   令和５年５月 23日（火） 

 第３回   令和５年６月 10日（土） 

    第４回  令和５年 10月 15日（日） 

第５回  令和５年 10月 17日（火） 

第６回  令和５年 12月５日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 

７−１ 入学定員 
①  博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
②  修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 
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７−２ 入学者数 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

環境起学専攻 11 （73％） 7 （47％） 17（113％） 11（73％） 14（93%） 18（120%） 

地球圏科学専攻 8 （57％） 10 （71％） 7（50％） 6（43％） 6（43%） 13（93%） 

生物圏科学専攻 8 （35％） 16 （70％） 25（109％） 19（83％） 20（87%） 19（83%） 

環境物質科学専攻 14（127％） 3 （27％） 6（55％） 13（118％） 9（82%） 21（191%） 

計 41 （65％） 36 （57％） 55（87％） 49（78％） 49（78%） 71（113%） 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和５年度 令和６年度 

環境起学専攻 41（93％） 28（64％） 28（64％） 30（68％） 29（66%） 22（50%） 

地球圏科学専攻 27（77％）  32（91％）  37（106％） 29（83％） 32（91%） 34（97%） 

生物圏科学専攻 54（104％） 80（154％） 70（135％） 63（121％） 59（113%） 64（123%） 

環境物質科学専攻 35（125％） 29（104％） 25（89％） 39（139％） 23（82%） 34（121%） 

計 157（99％）  169（106％） 160（100％） 161（101％） 143（90%） 154（97%） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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７−３ 在籍者数 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

環境起学専攻 44     39     42     47     44     55     

地球圏科学専攻 26     34     37     37     27     29     

生物圏科学専攻 53     50     59     70     80     81     

環境物質科学専攻 26     31     28     30     27     35     

計 149     154     166     184     178     200     

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

環境起学専攻 78     68     60     63     63     61     

地球圏科学専攻 64     64     73     71     62     67     

生物圏科学専攻 114     147     149     137     126     125     

環境物質科学専攻 68     66     55     63     66     62     

計 324     345     337     334     317     315     

（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 

８－１ 留学生数（全体） 
 

① 博士後期課程 

（単位：人） 

専 攻 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

環境起学専攻 30     22     37     36     33     39     

地球圏科学専攻 13     15     11     15     9     10     

生物圏科学専攻 12     7     11     21     28     34     

環境物質科学専攻 17     15     24     20     20     26     

計 72     59     83     92     90     109     

 

② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 

専 攻 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

環境起学専攻 44     20     32     30     29     29     

地球圏科学専攻 7     5     15     9     7     4     

生物圏科学専攻 12     8     15     14     17     11     

環境物質科学専攻 20     19     19     20     25     21     

計 83     52     81     73     78     65     

（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別） 

（単位：人） 

地域 
日本語による 

国名・地域名 

留学生数 

博士後期 修士 

アジア 

インド 9 2 
インドネシア 2 3 
タイ 1  
大韓民国  1 
台湾 1 1 
中華人民共和国 60 40 
ネパール 2  
パキスタン 1 1 
バングラデシュ 10 4 
フィリピン 2  
ブルネイ 1  
ベトナム 1  
香港 1 1 
マレーシア 4  
モンゴル 1  
ラオス 1  

アフリカ 

ウガンダ  1 
エルサルバドル 1  
オマーン  1 
ガーナ 2  
コロンビア  1 
ザンビア 1  
タンザニア 1  
ナイジェリア 1  
マダガスカル  1 
マラウイ 1  
南アフリカ 1  
モザンビーク  2 
リベリア 1  
ルワンダ  1 

北米 
アメリカ合衆国 2  
カナダ  1 

中南米 
ブラジル  1 
ボリビア  1 

ヨーロッパ 

北マケドニア  1 
ルーマニア  1 
ロシア 1  

計 109 65 

（注）令和 6 年 5 月１日現在の数 
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８−３ 留学生の支援体制 

（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 

オンライン等による渡日前入学制度を利用して８名（修士課程１名、博士後期課程７名）

が入学した。 
 

（２）JICAプログラム（インド工科大学ハイデラバード校 日印産学研究ネットワーク構築支

援プロジェクト（フェーズ２）、ABEイニシアティブ、SDGsグローバルリーダー）の設定 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って、留学生の募集・選考（大学情報の作成

や書類審査とテレビ会議による面接）を実施し、令和６年４月に３名（博士後期課程１

名、修士課程２名）、令和６年１０月に４名（研究生４名）が入学した。 

 

（３）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究

補助員経費を負担する制度により、４名（継続２名，新規２名）の私費留学生を受入れた。   

なお、地球環境科学研究院では、毎年２名相当分について教員共通経費を充てる制度を

設けている。 

また、令和６年度末に研究発表会を行い研究成果の報告が行われた。   
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Ⅲ 教育活動 
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Ⅲ 教育活動 

９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

生物地球化学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

植物生態・多様性生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
動物生態学コース 
海洋生物生産学コース 
水圏生物学コース 
森林圏フィールド科学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 

修了要件 

修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 

博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 

 

 

環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 再生可能エネルギー総論 環境

適応学総論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源

学特論 気候変動影響特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 流域環

境学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 応用生態学特論 環境適応学特論 環

境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学英語ラ

イティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 環境起学基礎演習（１単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 

実践環境科学演習Ⅱ（１単位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ

（１単位） 実践環境科学インターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシッ

プⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

地球圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
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（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 生物

地球化学基礎論 北極域総論 

・ 古気候学特論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 生態系環境科学特論 生態系物

質循環学特論 氷河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷

学特論 大気環境科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特

論 気候モデリング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 

・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 

・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

生物圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 

・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 北方生態系の生物多様性基礎論 生物生産学基礎論 

・ 植物生態・多様性生物学特論Ⅰ 植物生態・多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生

態遺伝学特論Ⅱ 環境分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 動物生態学特論Ⅰ 動

物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 水圏科学特論

Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅲ 森林圏

科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 

・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 

・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 

・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 

（選択必修科目）各２単位 

・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質科学特論Ⅰ 生体物質科学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 

（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 

・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 

・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 

・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 

（選択科目） 

・環境科学総論 （２単位） 環境科学研究基礎論（１単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 本学大学院（環境科学院以外）での講義・演習 

 

環境起学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

One Health フロ

ンティア卓越大

学院 
Ally コース運営

委員会 

食品中の重金属や放射性核種

による健康への慢性的な影響

について見積もる 

Estimate chronic health 

effects of heavy metals and 

radionuclides in food. 

2 豊田 和弘 豊田 和弘 30 

 

 

地球圏科学専攻 

 なし 
 

 

生物圏科学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

理学院 多様性生物学研究法 2 高木 昌興 

内海 俊介 １ 

仲岡 雅裕 1 

四ツ倉典滋 1 

大舘 智志 1 

理学院 多様性生物学概論 2 小亀 一弘 

先崎 理之 1 

野田 隆史 2 

越川 滋行 2 

相場慎一郎 2 

佐藤 安弘 2 

 
 
環境物質科学専攻 

 なし 
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１２ 大学院共通授業科目での講義・演習 
 
環境起学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

One program for Global Goals 
SDGs 実習：スプリングスクール in ASEAN  2 当真 要 根岸淳二郎 3 

One program for Global Goals 
SDGs 実習：サマースクール in Japan 2 当真 要 根岸淳二郎 3 

One program for Global Goals 
SDGs 演習：課題解決に向けた国際共修 PBL 
（プレゼンテーション） 

1 藤田 修 根岸淳二郎 1 

環境汚染比較特論 2 豊田 和弘 豊田 和弘 15 

環境科学総論 2 渡邉 悌二 

渡邉 悌二 

露崎 史朗 

佐藤 友徳 

相場慎一郎 

10 

環境科学総論（日本語版） 2 山中 康裕 

山中 康裕 

先崎 理之 

廣川  淳 

15 

実践環境科学チーム活動演習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

実践環境科学チーム活動実習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

SDGsからポスト SDGs を目指して 1 沖野 龍文 
沖野 龍文 

Ram AVTAR 
LIU Tong 

6 

Fundamental Course in Environmental Science 2 Jorge García  
Molinos 

露崎 史朗 

沖野 龍文 

根岸淳二郎 

佐藤 友徳 

早川 裕弌 

Ram Avtar 
Liu Tong 

 Jorge García- 
Molinos 

先崎 理之 

平田 貴文 

12 

国際環境保全学総論   2 沖野 龍文 

沖野 龍文 

Ram Avtar 
Jorge Garcia 

Molinos 
石川  守 

野呂真一郎 

早川 裕弌 

渡辺 悌二 

12 

https://scholar.google.com/citations?user=JEp-6wIAAAAJ&hl=ja
https://scholar.google.com/citations?user=JEp-6wIAAAAJ&hl=ja
https://sites.google.com/view/yshayakawa/
https://scholar.google.com/citations?user=JEp-6wIAAAAJ&hl=ja
https://scholar.google.com/citations?user=JEp-6wIAAAAJ&hl=ja
https://sites.google.com/view/yshayakawa/
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生態学基礎論 2 越川 滋行 

小亀 一弘 

増田 隆一 

野田 隆史 

久保 拓弥 

先崎 理之 

越川 滋行 

相場 慎一郎 

1 

北方生態系の生物多様性基礎論 2 工藤 岳 

野田 隆史 

工藤 岳 

大舘 智志 

星野 洋一郎  

高木 健太郎  

揚妻 直樹 

中路 達郎 

岸田 治 

内海 俊介 

小林 真 

小泉 逸郎 

中村 剛 

先崎 理之 

植竹 淳 

相場 慎一郎  

1 

Cryospheric Modelling (1)/(2) 2 SUGIYAMA 
Shin 

Thomas 
Vikhamar 
SCHULER 

SUGIYAMA 
Shin 

Ralf GREVE 
Evgeny 

PODOLSKIY 
ISHIKAWA 

Mamoru 

12 

 
地球圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

南極学特別講義 I 2 青木  茂 

杉山  慎 

青木  茂 

山本 正伸 

7 

南極学特別講義 II 2 杉山  慎 

杉山  慎 

福井  学 

グレーベ ラルフ 

2 

南極学特別実習 I（スイス氷河実習） 2 杉山  慎 
杉山  慎 

白岩 孝行 
25 

南極学特別実習Ⅱ（サロマ湖海氷実習） 2 青木  茂 

青木  茂 

豊田 威信 

水田 元太 

25 

南極学特別実習 III（野外行動技術実習） 2 杉山  慎 

杉山  慎 

白岩 孝行 

下山  宏 

17 
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南極学特別実習 IV（母子里雪氷学実習） 2 箕輪 昌紘 

渡辺  力 

杉山  慎 

グレーベ ラルフ 

白岩 孝行 

飯塚 芳徳 
ポドリスキ エヴゲニ 

的場 澄人 

下山  宏 

箕輪 昌紘 

30 

 

 

生物圏科学専攻 

なし 
 
 
環境物質科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

SDGs実習：インドにおける特定課題研究（STSI） 2 藤田  修 
ビジュ バスデバ

ン ピライ 

小西 克明  

2 

SDGs実践科目：STSI 長期特定課題研究（STSI） 2 藤田  修 

ビジュ バスデバ

ン ピライ 

小西 克明 
2 

SDGs実習：STSI 短期特定課題研究（STSI） 2 藤田  修 
ビジュ バスデバ

ン ピライ 

小西 克明 
2 
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１３ 公開コースの開催 

 
１３－１ 令和 6年度 OGGｓ（One program for Global Goals）PAREコース 
 本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

からPAREプログラムとして実施された。現在は、OGGｓプログラムの一つとして農学院、環境

科学院、工学院、水産科学院、情報科学院との共同で、タイの4大学とインドネシアの3大学と

大学院教育コンソーシアムを形成し継続実施している。令和6年度においては、OGGｓプログラ

ムに関連したSDGs基礎論に環境科学院から計5名受講し、全体では59名の受講であった。ま

た、サマースクール（SDGs実習in Japan）は北海道大学と壮瞥町を拠点に、スプリングスクー

ル（SDGs実習in ASEAN）はタイ（タマサート大学主催）で実施した。環境科学院からはサマー

スクールに1名およびスプリングスクールに2名参加し、全体ではサマー・スプリングスクール

それぞれに13および28名が参加した。 

 

 

１３－２ 南極学カリキュラム 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。令和5年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習4科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

2名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。各プログラムは、大学院共通科

目の他、本学が推進するラーニングサテライト及びサマーインスティチュート科目として開講

しており、環境科学院を中心に，学内他分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交流

や幅広い知識獲得の機会となっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 

過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
南極学特別科目 R2 R3 R4 R5 R6 

特別講義I 39 57 73 48 36 
特別講義II 15 15 15 18 18 

特別実習I（スイス氷河実習） 実施せず 実施せず 6 6 8 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 14 
特別実習III（野外行動技術実習） 31 39 42 34 47 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 7 12 20 7 12 

南極学修了証書 6 5 9 10 2 
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１４ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 
 

〇令和６年度地球環境科学研究院・環境科学院 FD 研修会 
「心理的安全性の高いチームとは？：多様性から成果を生み出すために」 

 開催日時：令和７年１月１０日（金）１６：００～１７：００ 
 出席者数：５０名 
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Ⅳ 成  果 
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１５ 学位取得状況 

１５−１ 博士論文題目一覧 

環境起学専攻 

Multi-sensor remote sensing techniques for sustainable management of tropical 

forest and plantations in Northern Borneo（ボルネオ島北部の熱帯林とプランテーショ

ンの持続可能な管理のためのマルチセンサーリモートセンシング技術）ANAK SUAB Stanley

（国際環境保全） 

Rare earth elements in treated wastewater and river water in Sapporo, Japan—

emerging micropollutants（札幌市の下水処理水および河川水中の希土類元素―新興微量汚

染物質として）AKTAR Zakia（環境適応科学） 

The role of microclimate in maintaining species distribution under climate change: 

a case study of the northern pika（気候変動下の生物分布における微気候の重要性：キ

タナキウサギにおける検証）崎山 智樹（国際環境保全） 

India’s sustainable energy transitions: Analyzing agriculture land - water - 

solar energy nexus（インドの持続可能なエネルギー転換：農地 - 水 - 太陽エネルギーネ

クサスの分析）SUPE Hitesh Ghanashyam（国際環境保全） 

Multidimensional assessment of structural dynamics in native fish assemblages in 

lentic habitats and identification of potential conservation areas（止水域における

在来魚類群集構造動態の多面的解析および潜在的保全地域の特定）戴 秉国（人間・生態シ

ステム） 

An integrated analysis of snow and ice avalanche hazards in the Annapurna 

Conservation Area, Nepal Himalaya （ネパール，アンナプルナ保全地域における雪崩ハザ

ードの統合的分析）ACHARYA Anushilan（国際環境保全） 

Cyanoremediation of heavy metals from aqueous solution by live and dead biomass: 

An eco-sustainable technology（生細胞と死細胞による水溶液からの重金属のシアノレメ

ディエーション：環境に優しい持続可能な技術）HOSSAIN Md Sabbir（国際環境保全） 

Developing a comprehensive framework for sustainable mine closure practices in the 

Copperbelt Province, Zambia（ザンビア，カッパーベルト州における持続可能な鉱山閉鎖

の実行のための包括的枠組みの開発）MUTIMBA Kawisha（国際環境保全） 

Mapping periglacial landforms in Daisetsuzan National Park, Japan（大雪山国立公園

における周氷河地形のマッピング）孟 宇（国際環境保全） 

Development of solvatochromic fluorophores incorporating boron complex and 

application for biothiols detection in live-cell imaging（ホウ素複合体を含むソルバ

トクロミック蛍光色素の開発と生体内細胞イメージングにおける生体チオール検出への応

用）張 帥（環境適応科学） 

Enzyme catalysis for algal secondary metabolites: Studies on halogenated compounds 
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from Laurencia spp. and cyanobacterial homotyrosine（藻類の二次代謝における酵素反

応：ソゾ類のハロゲン化合物および藍藻のホモチロシンに関する研究）凌 正一（環境適応

科学） 

Synergy of multi-source remote sensing and multi-model approaches for 

understanding post-disaster vegetation dynamics and terrain characteristics in 

Hokkaido, Japan（北海道における災害後の植生動態と地形特性の理解に向けたマルチソー

スリモートセンシングとマルチモデルアプローチのシナジー）CHEN Xinyu（国際環境保全） 

Geospatial analysis of urbanization dynamics and ecosystem services for 

sustainable urban development in Dhaka city, Bangladesh（バングラデシュのダッカ市

における持続可能な都市開発のための都市化動態と生態系サービスの地理空間分析）

BHUIYAN Md Alamgir Hossen（国際環境保全） 

The mechanism of summer heatwaves over eastern Siberia and its linkage to 

atmospheric and oceanic variability in the western North Pacific（東シベリアにおけ

る熱波のメカニズムおよび北西太平洋の大気海洋変動との関係）周 習霊（人間・生態シス

テム） 

Proposing a geoeducation framework for China’s geoparks through insights derived 

from Tokachi-Shikaoi Geopark, Japan（とかち鹿追ジオパークからの知見にもとづく中国

のジオパークに対するジオ教育の枠組みの提案）向 世柔（国際環境保全） 

Development of radar polarimetry techniques for forest biomass retrieval and 

disturbance detection（森林バイオマス推定と撹乱検知のためのレーダーポラリメトリ技

術の開発）RAJAT（国際環境保全） 

The contribution of rural natural capital to quality of life of urban-to-rural 

migrants: combined empirical evidence from national- and municipality-scale 

studies in Japan using social surveys and geospatial analyses（地域の自然資本によ

る、地方移住者の生活の質向上効果：日本全国および市町村規模の社会調査と地理空間情報

解析を用いた統合的実証研究）髙橋 康夫（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

A conceptual model for a vortex-pair-driven western boundary current extension 

jet: background flow effects on the extension jet and implementation into the real 

environment（渦対強制による西岸境界流続流ジェットの概念モデル：続流ジェットに対す

る背景流の効果と現実環境への適用））大西 晴夏（大気海洋物理学・気候力学） 

Estimation of freshwater discharge into the Northeast Pacific from the Alaskan 

mountains and its effects on the subtropical and equatorial ventilated thermocline

（アラスカ山岳地帯から北東太平洋への淡水流出の推定および亜熱帯と赤道の通気水温躍層

への影響）辛 鵬（大気海洋物理学・気候力学） 

Study on the origin and atmospheric emission process of secondary fatty alcohols 
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in aerosols in cool-temperate forests（冷温帯林におけるエアロゾル中の脂肪族第二級

アルコールの起源と大気放出に関する研究）崔 羽皓（生物地球化学） 

 

生物圏科学専攻 

Studies on alkane degradation and its molecular mechanisms of Geobacillus 

kaustophilus HTA426 isolated from the Mariana Trench（マリアナ海溝から単離された 

Geobacillus kaustophilus HTA426のアルカン分解とその分子機構に関する研究）

NITHIMETHACHOKE Tanasap（分子生物学） 

Study on the impact of ploidy levels in shaping morphological and biochemical 

traits in haskap (Lonicera caerulea L. subsp. edulis)（倍数性レベルがハスカップ

（Lonicera caerulea L. subsp. edulis）の形態学的および生化学的形質に及ぼす影響に関

する研究）LI Jixiao（耕地圏科学） 

目視手法と受動的音響手法を用いた知床半島周辺海域における海棲哺乳類の時空間分布の解

明（Spatial-temporal distribution of marine mammals around Shiretoko Peninsula 

using sighting survey and passive acoustic methods）古巻 史穂（水圏生物学） 

Development of a system for evaluating Paeonia suffruticosa pollen viability using 

deep learning techniques（深層学習を用いたPaeonia suffruticosaの花粉稔性の評価シス

テムの開発）ZHANG Mengwei（耕地圏科学） 

Variability of macroalgal dissolved organic carbon dynamics: Insights for social-

ecology beyond Blue Carbon （大型藻類由来の溶存有機炭素動態の変動性：ブルーカーボ

ンを超える社会生態学的洞察））CARLSON Andrew Kalani（海洋生物生産学） 

The roles of subnational and non-state actors in environmental governance : Japan, 

Russia, and the northern fur seal conservation and management in the North Pacific

（環境ガバナンスにおける地方公共団体および非国家主体の役割―日本、ロシア、および北

太平洋におけるキタオットセイ保護管理を事例として―）LOMAEVA Marina（水圏生物学） 

音響手法を用いたアマモ場による生態系サービスの定量的評価に関する研究（Study on 

quantitative assessment of ecosystem services by eelgrass beds using acoustic 

method））伊藤 慶造（水圏生物学） 

Relationships between functional traits and tree establishment after landslide 

disturbances in cool-temperate forests（冷温帯林における山腹崩壊後の樹木定着と機能

形質との関係）曾 瑞琪（森林圏フィールド科学） 

Effects of Maternal Undernutrition on DNA Methylation, Gene Expression, and 

Metabolites of Fetal Thymus and Growth in Wagyu (Japanese Black) Cattle（和牛（黒

毛和牛）における母牛の低栄養が胎仔胸腺のDNAメチル化、遺伝子発現、代謝産物および成

長に及ぼす影響に関する研究）PHOMVISITH Ouanh（耕地圏科学） 

Influences of abiotic and biotic factors on plant-plant facilitation toward forest 

restoration （森林再生に関わる植物間の促進作用への非生物的・生物的要因の影響に関す
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る研究）FANG Yuzhuo（生体遺伝学） 

Context dependence of species interaction and coexistence: the influence of 

multiple environmental variables across spatial scales on a rocky intertidal two 

species system（種間相互作用と共存の状況依存性：岩礁潮間帯の2種系における空間スケ

ールにまたがる複数の環境変数の影響）姚 遠（生物動態学） 

Marine mammals in a warming Arctic: Connections with ecosystem, environment and 

Inuit in Inglefield Bredning, northwest Greenland（温暖化する北極域の海棲哺乳類:北

西グリーンランドにおける海洋生態系、環境、イヌイットとのつながり）小川 萌日香（水

圏生物学） 

Establishment of the in vitro evaluation system for pollen viability in Japanese 

rice cultivars（日本のイネ品種における花粉稔性のin vitro 評価系の確立）YOHANA 

Neema Yona（耕地圏科学） 

Studies on reconstruction of a functional duckweed holobiont to reduce nutrient 

competition with microalgae for high-yield biomass production（高収率バイオマス生

産に向けたウキクサホロビオントの再構築に関する研究〜微細藻類との栄養競合の低減によ

るウキクサの成長促進）PHAM Huyen Thi Thanh（分子生物学） 

Bear marking sites and scats create diverse species interactions: roles in 

chemical communication and resource use（ヒグマのマーキングサイトと糞が生み出す多

様な種間相互作用：化学コミュニケーションと資源利用における役割）勝島 日向子（動物

生態学） 

Elucidation of the mechanism of the wing color pattern formation in Drosophila 

guttifera from the perspective of tissue formation programs and gene network 

reorganization（組織形成プログラムと遺伝子ネットワーク再編の視点で明らかにするミズ

タマショウジョウバエの翅模様形成メカニズム）古関 将斗（生体遺伝学） 

緑色植物の進化に伴う光化学系の変遷に関する研究（Studies on the evolutionary 

changes of photosystems in green plants）亀尾 辰砂（分子生物学） 

An integrated study on the molecular mechanisms for sustained photosynthetic 

thermal dissipation in overwintering yew leaves（越冬中のイチイの葉における光合成

の熱放散の分子メカニズムに関する統合的研究）叶 子豪（分子生物学） 

Addressing the discrepancy between predicted and observed local extinction of 

Dolly Varden charr under global warming: the roles of local environments, seasonal 

timing, and interspecific competition（温暖化による局所絶滅予測と実際の絶滅とのギ

ャップを説明する局所環境、影響する季節、および種間競争：サケ科魚類オショロコマにお

ける実証）植村 洋亮（動物生態学） 

Past, present, and future of Japanese branchiobdellidans: insights into 

evolutionary history and conservation（日本産ヒルミミズ類の過去・現在・未来：進化

史と保全への洞察）今野 友陽（動物生態学） 
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Species-specific impacts of pollinators and herbivores on the seed production in 

Rhododendron plants（ツツジ属植物の種子生産に及ぼす送粉者と植食者の種特異的影響）

高橋 佳吾（多様性生物学） 

Spatial perspectives of urbanization-induced plant evolution（都市化が駆動する植物

の進化に関する空間的観点に基づいた研究）石黒 智基（生体遺伝学） 

Studies on habitat use of ringed seals (Pusa hispida) in glacial fjords, 

northwestern Greenland（グリーンランド北西部の氷河フィヨルドにおけるワモンアザラシ

の生息地利用に関する研究）櫻木 雄太（論文博士） 

 

環境物質科学専攻 

Enhancement of the activity and durability of platinum alloy nanowire 

electrocatalysts for oxygen reduction and evolution reactions（白金合金ナノワイヤ

ー触媒における酸素還元および酸素発生反応に対する活性と耐久性の向上）庄 宇（ナノ環

境材料） 

Investigation of photoinduced electron transfer from CdSe-CdS and FAPbBr₃ 

nanocrystal assemblies to molecular acceptors（ CdSe-CdSおよびFAPbBr₃ナノ結晶集合

体から分子受容体への光誘起電子移動の研究）AKTER Rumana（光電子科学） 

Accurate and fast predictions of protein structures and properties via protein 

language models（タンパク質言語モデルによるタンパク質の構造と特性の正確かつ迅速な

予測）XU Shijie（生体物質科学） 

Development of anion-exchange resin incorporating single metal particles for rapid 

removal and catalytic decomposition of nitrate in water toward groundwater 

purification（地下水浄化に向けた水中硝酸イオンの迅速除去と触媒分解のための単一金属

粒子を取り込んだ陰イオン交換樹脂の開発）閻 博博（ナノ環境材料） 

ゲスト分子離脱を利用した分子結晶の機能開拓（Developing the function of molecular 

crystals utilising the release of guest molecules）金丸 和矢（光電子科学） 

Exploring exciton recombination, migration, and transfer in halide perovskite 

systems（ハロゲン化物ペロブスカイト系における励起子の再結合、移動、および転移の探

求）KHATUN Most Farida（光電子科学） 

超分子カチオン構造を利用した結晶の熱膨張制御（Control of thermal expansion of 

crystals using supramolecular cationic structures）羽田 将人（光電子科学） 

スルホンロサミン誘導体による近赤外光機能性有機分子の開拓（Exploration of near-

infrared photoactive organic molecules based on sulfone rosamine derivatives）吉田 

和矢（光電子科学） 

Effective utilization of functional groups on micropore walls for designing 

materials with enhanced performances in catalysis and sorption（向上した触媒および



 - 36 - 

吸脱着性能を与える材料設計のためのミクロ細孔壁上の官能基の有効利用）黄 淵（論文博

士） 

 

１５－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 

Impact of building height changes on land surface temperature using satellite-

derived digital building height model: A case of Chinese megacities（衛星由来のデジ

タル建築高度モデルを用いた建物高さの変化が地表温度に与える影響：中国のメガシティの

事例）ZHENG Shilei（国際環境保全） 

Exploring the feasibility of UAS-captured trunk point cloud data for estimating tree 

density and DBH in leaf-off broadleaf forests（UASによる落葉期の広葉樹林での幹部の

点群取得に着目した林分密度と胸高直径推定の可能性の評価）清水 嘉人（国際環境保全） 

Land-use and land-cover mapping in the Okavango delta and implications for human 

wildlife conflict（オカバンゴデルタにおける土地利用および土地被覆の測定とそれが人間

と野生動物の対立に与える影響に関する研究）馬 培倫（国際環境保全） 

Impact of human presence on the vigilance behavior and activity patterns of Japanese 

pika (Ochotona hyperborea yesoensis) at Mount Higashi-nupukaushi-nupuri（東ヌプカウ

シヌプリ山におけるエゾナキウサギの警戒行動と活動パターンに及ぼす人間の存在の影響）

CHAUDHARY Fatima（人間・生態システム） 

The characteristics of seed bank composition in the former and current topsoils on 

Mount Usu, northern Japan（有珠山における旧表土と表土中の埋土種子集団構造の特性） 

MANDAL Piya（人間・生態システム） 

Future changes in the frequency of wind power ramp events in Northeast and South 

Brazil（ブラジル北東部および南部における風力発電ランプ現象の発生頻度の将来変化）

FERREIRA RAMIM Bruna（人間・生態システム） 

Weed detection from unmanned aerial vehicle imagery using Deep Learning algorithms

（深層学習アルゴリズムを用いたドローン画像からの雑草検出）肖 澤中（国際環境保全） 

Bioactive compounds and biopolymer production in cyanobacteria（藍藻における生物活

性物質とバイオポリマー生産）ISLAM Tahofima（国際環境保全） 

行政担当者による気候変動に関する小学生向け授業の作成 春原 英莉（実践環境科学） 

「我々の世界を変革する持続可能な開発のための 2030アジェンダ」を理解する英語授業の実

践 森元 楓（実践環境科学） 

Changes in pastoralism since the 1990s in Khumjung Village, Sagarmatha National Park, 

Nepal（ネパール、サガルマータ国立公園、クムジュン村における 1990 年代以降の牧畜の変

化）佐々木 美紀子（国際環境保全） 
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知床世界自然遺産知床岬地区における海岸漂着物に関する研究 小林 工真（人間・生態シ

ステム） 

Spatiotemporal patterns of summer temperature in alluvial gravel-bed rivers: gravel 

bars and groundwater as climate-change adaptation measures（扇状地礫床河川における

夏季水温の時空間変動：温暖化適応策としての砂州・地下水）李 恩（人間・生態システム） 

都市近郊山地における登山道地形の特徴と利用の分析－札幌市藻岩山を例に－ 猪又 雅史

（人間・生態システム） 

Spatio-temporal variation and underlying mechanism of fish community in a mountain 

stream（山地河川における魚類群集の時空間変動とその機構）小田 郁実（人間・生態システ

ム） 

北海道におけるジオ多様性マップの作成と評価 小野寺 智紀（人間・生態システム） 

北海道西岸域に大雪をもたらす大気下層の収束場と総観場の統計解析 小林 健人（人間・

生態システム） 

Does removal of pleopods provide an easy sterilization method for invasive crayfish? 

（腹肢の除去は、侵略的外来種のザリガニを簡単に不妊化する手法となるか？）齋藤 淳也

（人間・生態システム） 

湿原河川における懸濁物質の時間的・空間的変化とその要因 雫田 まき（人間・生態システ

ム） 

環境応答性色素で標識したアルギン酸ゲルの開発と評価 前田 渉希（環境適応科学） 

Micro-scale diversity of plant communities nearby wind cave（風穴近傍における微小ス

ケールでの植生群落多様性）山口 裕志（人間・生態システム） 

自然公園の持続可能な維持管理に向けた市民科学導入の検討：東ヌプカウシヌプリを事例に

して 山本 健太（人間・生態システム） 

沿道に生息する雄バッタは発音器の数が多い 吉谷 晟（人間・生態システム） 

River insect emergence in alluvial gravel-bed rivers: synthetic understanding 

including channels, subsurface zone, and gravel bars（扇状地河川における水生昆虫羽

化場：河道・地下・砂州を含む統合理解）劉 山木（人間・生態システム） 

Studies on vanadium-dependent bromoperoxidase-catalyzed biosynthesis of pacifenol

（Pacifenol 生合成におけるバナジウム依存型ブロモペルオキシダーゼによる触媒反応に関

する研究）胡 文涛（環境適応科学） 

光反応性ピリジン配位子を有する Cd 金属錯体の合成と光反応性 立石 新（環境適応科学） 

二酸化炭素分離へ向けた金属有機構造体複合膜の作製 陳 潔茹（環境適応科学） 

ポリ酸複合キトサンビーズの有機色素吸着分解性能評価 永井 裕規（環境適応科学） 

ALACTモデルに基づく、高校における「探究型・教科横断的学習期間」の振り返りの分析 古
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谷 知之（実践環境科学） 

Household waste audit and analysis of the middle and low-income families in a 

district of the municipality of Antananarivo, Madagascar（マダガスカル、アンタナナ

リボ市のある地区における中・低所得世帯の家庭ごみ監査と分析）ANDRIANOELISOA 

Lalanirina Andrianaivo（国際環境保全） 

Spatiotemporal fusion of Unmanned Aerial Vehicle and PlanetScope data for tree 

species classification across different time intervals（異なる時間間隔にわたる樹種

分類のための無人航空機と PlanetScope データの時空間フュージョン）周 紫琪（国際環境

保全） 

Assessment of radioactive contamination from mining tailings in residential areas 

near the Moma heavy mineral mine, Mozambique（モザンビークの Moma重鉱物鉱山付近の居

住地域における採掘鉱滓による放射能汚染の評価）DE FIGUEIREDO Joyce Mara（国際環境保

全） 

Mapping building damage in post-conflict regions using PlanetScope imagery: A case 

study of Ukraine（PlanetScope 衛星画像を用いた紛争後地域の建物被害評価：ウクライナを

事例として）PENG Liuyi（国際環境保全） 

Monitoring water quality parameters using satellite data in San Rafael reservoir, 

Colombia（コロンビア、サンラファエル貯水池における衛星データを用いた水質パラメータ

のモニタリング）MONROY ROZO Carla Juliana（国際環境保全） 

Effects of Urbanization on insect-pollinator communities in Sapporo City（札幌市に

おける都市化が昆虫による受粉者のコミュニティに与える影響）MORILLAS AGREDA Emmilce

（国際環境保全） 

 

地球圏科学専攻 

漂流フロートから得られたウェッデルジャイア東部の流動構造 芋生 岳史（大気海洋物理

学・気候力学） 

オーストラリア-南極海盆における塩分経年変化の要因 大畑 茉滉（大気海洋物理学・気候

力学） 

日本海寒帯気団収束帯(JPCZ)の日変動 小野澤 健人（大気海洋物理学・気候力学） 

日本上空の下部成層圏循環の特徴と変動 清永 敦志（大気海洋物理学・気候力学コ） 

東南極リュツォホルム湾とその周辺域における海洋構造の時空間変動 熊谷 侑輝（大気海

洋物理学・気候力学） 

2014年 9月の胆振地方における集中豪雨の研究 佐藤 匡（大気海洋物理学・気候力学） 

チベット高原が東アジア夏季モンスーンに与える影響 田口 尚征（大気海洋物理学・気候

力学） 
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都市境界層における運動量輸送に寄与する乱流の構造 中辻 慶輝（大気海洋物理学・気候

力学コ） 

可視光による蒸発量の全球推定と大気海洋系への影響 中村 充喜（大気海洋物理学・気候

力学） 

黒潮及び黒潮続流の 10年規模変動と日本沿岸潮位変動 橋爪 里瑠（大気海洋物理学・気候

力学コ） 

南極底層水形成域ケープダンレー沖での海洋・海氷変動：暖水流入・定着氷との関係 町田 

柾志（大気海洋物理学・気候力学） 

知床半島オホーツク海側沿岸部における海底ゴミの分布と要因 坂口 大晴（雪氷・寒冷圏

科学） 

グリーンランド氷床南東ドームにおける地中レーダーを用いた融解再凍結層と涵養量の時空

間変動 坂田 宙斗（雪氷・寒冷圏科学） 

Terminus dynamics of Taku Glacier, Southeast Alaska, during the recent transition 

from advance to retreat（アラスカ南東部タク氷河が前進から後退に転じた時期の末端変動

と流動特性）張 佳晏（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド北西部カナック氷河における UAVを用いた氷河上河川の解析 山田 宙昂（雪

氷・寒冷圏科学） 

光合成関連遺伝子発現から見た西部北太平洋域における植物プランクトン群集の一次生産力 

石田 啓（生物地球科学） 

南部オホーツク海における大気および海氷中粒子状鉄の地球化学的特性 岩元 勇太（生物

地球化学） 

河姆渡文化における最初期稲作を促進した気候と環境 権田 拓弥（生物地球化学） 

Spatiotemporal high-resolution dynamics of ocean acidification in the global ocean

（全海洋における海洋酸性化の時空間高分解能な動態の解明）蔡 姚俊男（生物地球化学） 

オホーツク海および西部北太平洋における懸濁粒子中金属元素の挙動 長井 風輝（生物地

球化学） 

アミノ酸の安定窒素同位体比を用いた生物の栄養段階推定:糖・脂質摂取の影響評価 舩橋 

靖明（生物地球化学） 

Factors controlling the concentration of water-soluble pyrogenic carbon in aerosols 

in Hokkaido, Japan（北海道におけるエアロゾル中の水溶性燃焼起源炭素濃度を制御する要

因に関する研究）宮瀬 陸（生物地球科学） 

水月湖堆積物を用いた中期完新世の古気候復元 横尾 健人（生物地球化学） 

Nitrogen isotope analysis of amino acids: Implication for illustrating the food web 

structure in freshwater ecosystems（アミノ酸の窒素同位体比分析：淡水生態系の生態構

造の可視化への応用）LURETTE Chantal Geri Mei（生物地球化学） 
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生物圏科学専攻 

Effects of human disturbance on the avian conservation potential of abandoned 

farmland: a case study in Hokkaido, Japan（鳥類保全における耕作放棄地の価値に対する

人為攪乱の影響：北海道での事例研究）BUHUS Roxana Georgiana（動物生態学） 

海洋性および淡水性の Nephroselmis属緑藻を用いた光化学系の適応進化に関する研究 高村 

有咲（分子生物学） 

A trial to construct a co-culture system for duckweed and lactic acid bacteria（ウ

キクサと乳酸菌の共培養系構築の試み）KOSTADINOV Radovan（分子生物学） 

鯨類親子間の腸内マイクロバイオームの比較解析 森 美紀（生態遺伝学） 

Microplastic trapping by eelgrass beds and its effects on ingestion by marine 

invertebrates（アマモ場によるマイクロプラスチックの捕捉と海洋無脊椎動物による取り込

みへの影響）伊藤 柚里（水圏生物学） 

寄生性昆虫ナガカメネジレバネが宿主体内へ侵入する際の行動 菅藤 隼人（生態遺伝学） 

Among-population variation in the feeding specificity of the leaf beetle, Agelastica 

coerulea: the importance of local forest stand composition（ハンノキハムシ（Agelastica 

coerulea）における摂食特殊性の集団間変異：局所的な林分構造の重要性）木立 真凜（生態

遺伝学） 

ミズタマショウジョウバエにおける Wntシグナル遺伝子の発現解析 酒井 颯汰（生態遺伝

学） 

北海道産オオアシトガリネズミの頭骨におけるデーネル現象の検証 諏訪 友葵奈（動物生

態学） 

全ゲノム上の一塩基変異およびミトコンドリア DNA 配列に基づくジャコウネズミの遺伝的構

造と集団史の解明 鳥巣 捷斗（動物生態学） 

Chryseobacterium 属細菌 27AL が生産する殺藍藻活性物質の同定 小山内 巧（分子生物学） 

クロロフィル分解酵素の二重の顔 〜金属の脱離と挿入の反応機構の解明〜 佐藤 颯真

（分子生物学） 

タイ工場排水を用いた高効率ウキクサバイオマス生産の試み 執行 崇志（分子生物学） 

Molecular mechanisms of boron-dependent translation of a putative methyltransferase 

and its physiological significance in Arabidopsis thaliana（シロイヌナズナのメチル

基転移酵素におけるホウ素依存的な翻訳制御の機構とその適応的な意義）鈴野 萌花（分子

生物学） 

資源循環型社会に資するメタン発酵消化液からの植物成長促進細菌の単離とその特徴づけ 

武井 陸（分子生物学） 

オウシュウトウヒの光化学系Ⅱにおいて低温で誘導される可逆的な活性調節 津久井 天仁

（分子生物学） 
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温泉に生息する硫黄不均化細菌の生理・生態の解明に向けた研究 村井 秀（分子生物学） 

電気自動車の導入は鳥類のコミュニケーションに対する自動車騒音汚染の影響を緩和しない 

石田 隆悟（動物生態学） 

日本全国における人工物への鳥の衝突リスク評価 市原 晨太郎（動物生態学） 

数値気象予報モデルと自己組織化マップを用いた猛禽類の渡り予報開発 末田 晃太（動物

生態学） 

動物群集の長期変化と攪乱イベント：三陸における岩礁潮間帯腹足類群集の 18 年間の変化 

奈良 駿佑（動物生態学） 

飼育ヒグマの行動パターン研究～行動間の関係と性差に着目して～ 布川 里和（動物生態

学） 

サケ科魚類の模様の有無が集団パフォーマンスにもたらす影響 早川 慧（動物生態学） 

底生無脊椎動物群集の湧水・非湧水河川比較 吉野 裕生（動物生態学） 

超音波テレメトリー手法を用いた福島県三春ダム（さくら湖）におけるオオクチバス

(Micropterus nigricans)の行動生態に関する研究 及川 直哉（水圏生物学） 

耳石微量元素分析による北海道千歳川におけるブラウントラウト(Salmo trutta)の回遊生態

の解明 川村 裕太郎（水圏生物学） 

産卵時におけるニシン（Clupea pallasii）の深度と魚群構造の変化に関する研究 木村 理

希（水圏生物学） 

音響手法を用いた福島県三春ダム（さくら湖）における藍藻類の分布特性の解明 菅原 大

誠（水圏生物学） 

日本近海太平洋に来遊するジンベエザメ(Rhincodon typus)の回遊生態に関する研究 野間 

俊介（水圏生物学） 

Bacterial taxa associated with fluorescent dissolved organic matter in the shallow 

coastal region（沿岸浅海域における蛍光性溶存有機物と関連する細菌分類群）文谷 和歌

子（水圏生物学） 

ライフサイクルアセスメント(LCA)による昆布養殖業の CO２吸収量の実態評価と脱炭素事業の

実現可能性の検討 三宅 進歩（水圏生物学） 

マイクロプラスチックがマサバ（Scomber japonicus）の消化能力と遊泳能力に与える影響に

ついて 若林 悠太（水圏生物学） 

黒毛和牛における肥育期の飼料の違いが牛肉の組織化学的特性に与える影響に関する研究 

菊池 馨（耕地圏科学） 

Study on pollen tube behaviors to analyze self-incompatibility using the new culture 

system with stigma-style extracts in apple cultivars（リンゴ品種における自家不和合

性解析のための柱頭-花柱抽出物を添加した新規培養法による花粉管の挙動に関する研究）胡 
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畔（耕地圏科学） 

Relationship between geographical distribution and morphological variations across 

ploidy levels in Lonicera caerulea L. using herbarium specimens（ハスカップの標本を

用いた地理的分布と倍数性レベルの違いによる形態学的変異の関係に関する研究）RAMLI 

Andy（耕地圏科学） 

The effects of Ilex crenata var. radicans shrub patches on plant community structure 

in a Sphagnum bog（ハイイヌツゲ低木パッチがミズゴケ湿原の植物群集構造に与える影響）

熊倉 彩花（植物生態・多様性生物学） 

Regional variations in the reproductive traits and genetic differentiation in 

Heloniopsis orientalis (Melanthiaceae) （シュロソウ科ショウジョウバカマの繁殖形質の

地域変異と遺伝的分化）中林 楓（植物生態・多様性生物学） 

異なる遷移段階にある北限域ブナ林の動態 萩原 航紀（植物生態・多様性生物学） 

Structure and dynamics of the old-growth forests of Yakushima along elevational 

gradient: focusing on the coexistence of conifers and broadleaf trees（標高勾配に沿

った屋久島原生林の構造と動態：針葉樹と広葉樹の共存に焦点を当てて）秦 大平（植物生

態・多様性生物学） 

Seasonal variations and controlling factors of C:N:P:Si ratios in size-fractionated 

particulate organic matter in Akkeshi Bay（厚岸湾におけるサイズ別粒子状有機物の

C:N:P:Si組成比の季節変動及びその制御要因の解明）SUI Zhihao（海洋生物生産学） 

北海道忍路湾における大型海藻の栄養塩取り込みに与える水温上昇の影響評価 中源 理菜

（海洋生物生産学） 

魚類の群形成が遊泳運動と移動コストに与える影響 中村 隆之（海洋生物生産学） 

音響テレメトリーによるマナマコ (Apostichopus japonicus) の移動追跡と生息環境の影響

解析 仁田 ゆき（海洋生物生産学） 

噴火湾ホタテガイ養殖海域におけるケイ酸濃度調節による有毒渦鞭毛藻抑制効果 則武 佑

奈（海洋生物生産学） 

貝殻含有石炭灰固化体が海水の pHと栄養塩環境に与える影響 深瀬 健斗（海洋生物生産学） 

海藻群落をウニで造る～ウニ殻の利活用方法～ 丸山 恒哉（海洋生物生産学） 

分離型アンサンブルカルマンフィルタ（SPEEnKF）を用いた網地の流体力係数推定とトロール

漁具の形状制御技術開発 八重樫 健吾（海洋生物生産学） 

Exploring the eco-evolutionary feedback in the wild: an arboreal eDNA approach（野

外生態－進化フィードバックの解明：樹上環境 DNAアプローチ）大熊 普賢（生態遺伝学） 

First descriptive study on life history of a heterotardigrade using an individual 

breeding method（個体繁殖法を用いた異クマムシ綱の生活史に関する初の記載的研究）久場 

麻未（森林圏フィールド科学） 
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苫小牧研究林における緑雪中の雪氷藻類の発生起源とその分布特性 XIA Yuhong（森林圏フ

ィールド科学） 

ミズナラの育林：かき起こし地への堅果散布による更新および初期保育 原谷 日菜（森林

圏フィールド科学） 

Landscape-scale evaluation of inter-decadal forest biomass change and the legacy 

effect using repeated airborne LIDAR surveys in a cool-temperate forest（航空機反復

LIDAR 測量による 10 年スケール 2 時期の北方林バイオマスの変化量と履歴影響の景観スケー

ル評価）細田 理仁（森林圏フィールド科学） 

都市における植物の被食防衛物質の喪失進化がハナバチ類に及ぼす影響 : 形態, 行動, 腸

内細菌に着目して 松井 悠眞（生態遺伝学） 

Predator-induced morphological traits determine escape performance in a larval 

amphibian species（捕食者に誘導された形態が両生類幼生の逃避パフォーマンスを決定する）

松浦〔福田〕 なる（森林圏フィールド科学） 

 

環境物質科学専攻 

Interfacial anion exchange control in halide perovskite heterojunctions（ハライドペ

ロブスカイトヘテロ接合における界面でのアニオン交換制御）夏 一菲（光電子科学） 

Protein-gold nanoparticle conjugation through N-terminal modification for oriented 

attachment（N 末端修飾を利用した配向連結のためのタンパク質-金ナノ粒子の複合化）

BADIRUZZAMAN Md（生体物質科学） 

Development of 1,2-dichlorination with alkyne and its application to 1,2-

dihalogenation with alkene（アルキンを用いる 1,2-ジクロロ化反応の開発とアルケンを用

いる 1,2-ジハロ化反応への応用）袁 迦南（生体物質科学） 

Synthesis, photoreactivity, and adsorption properties of Werner clathrates with 1-

styrylimidazole ligands（1-styrylimidazole配位子を有するウェルナークラスレートの合

成、光反応性および吸着特性）DU Shishi（ナノ環境材料） 

Synthesis and characterization of hexanuclear Pt thiolate complexes with cube-type 

frameworks（キューブ型骨格を持つ白金チオラート六核錯体の合成と評価）劉 浩東（ナノ環

境材料） 

結晶性のニオブ系固体触媒による単糖類の脱水反応 YUAN Yutong（環境触媒化学） 

N 末端修飾試薬となるトリアゾールカルボアルデヒド誘導体を用いたキトサナーゼ固定化レ

ジンの開発 相内 優里（生体物質科学） 

ターボグリニア試薬を用いたビシナル及びジェミナルジブロモアルケンからのアルキン合成 

奥村 日向（生体物質科学） 

ブロモアルキンからのアセチリドの発生と付加反応への応用 工藤 功士郎（生体物質科学） 
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蛍光色素をトリアゾールカルボアルデヒド基によりタンパク質 N 末端へ連結する手法の探索 

長峰 葵（生体物質科学） 

Enzymatic depolymerization of polyethylene terephthalate accelerated by surface-

associated N-terminal immobilization of cutinase using 1H-1,2,3-triazole-4-

carbaldehyde derivatives with a long alkyl chain（長鎖アルキル基を有する 1H-1,2,3-

トリアゾール-4-カルボアルデヒド誘導体を用いた材料表面での N 末端固定化により加速さ

れるポリエチレンテレフタレートの酵素分解）MUYOMBA Joel（生体物質科学） 

Triproamideの合成研究 山田 侑奈（生体物質科学） 

環状アルケンからの二次有機エアロゾル生成に対するラジカル捕捉剤効果 五十嵐 輝夫

（ナノ環境材料） 

シンナムアルデヒドの選択水素化のためのPt/Ti2O3触媒の調製 岩﨑 天河（ナノ環境材料） 

ホスフィン配位金クラスターを用いた光駆動型脱水素反応 YAN Shaojing（ナノ環境材料） 

Substituent effects on CO2 adsorption properties and water resistance in three-

dimensional SiF6
2- bridged metal-organic frameworks（三次元 SiF6

2-架橋金属有機構造体の

二酸化炭素吸着特性と耐水性に対する置換基効果）顧 仲傑（ナノ環境材料） 

金クラスターナノ集積構造のサイズ制御と光学特性 佐藤 龍磨（ナノ環境材料） 

PtPdRh含有 4元合金電極触媒における亜酸化窒素還元 鈴木 幸四郎（ナノ環境材料） 

低温で亜酸化窒素を還元分解する担持イリジウム触媒への助触媒の添加 宋 雨濃（ナノ環

境材料） 

水中過塩素酸イオン還元反応に活性を示す担持ルテニウム触媒へのイリジウムの添加効果 

張 昶（ナノ環境材料） 

固体酸触媒を用いたアミン共存下でのメタクロレインの合成 西本 匠吾（ナノ環境材料） 

異種金属と複合化した低原子価チタン酸化物の合成 松尾 盛平（ナノ環境材料） 

 

 

１５−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

令和５年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

令和４年４月 

入学者 
37 19 51.35 

 
※修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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16 研究成果発表状況 

 
16－1 査読有り論文 
令和 6 年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修

了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月

／日）を表しており、受理された年度（4 月 1 日－3 月 31 日）で分けている。なお、教員のみの

業績については各部局の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績に関し

ては*印を付けている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Adams, L. B., Hayakawa, Y. S. (2025) Mapping alluvial mine dynamics in the Atewa landscape in Ghana 

using geographic object-based image analysis (GEOBIA) and GIS. Environmental Monitoring and 
Assessment 197, 473. (2025/3/11) 

Aktar, Z., Toyoda, K. (2024) Hospital effluent as a new source of anthropogenic lanthanum in the 
environment. Environmental Science & Technology Letters 11(6), 598–603. (2024/5/20) 

Chaudhary, F., Watanabe, T., Haq, R. U. (2025) In the shadow of man: behavioral changes in Japanese 
pika (Ochotona hyperborea yesoensis) due to human presence at Mount Highashi-Nupukaushi-
Nupuri, Hokkaido, Japan. Ethology 131(6), e13562. (2025/3/3) 

Chen, Y., Song, Y., Saito, Y., Zheng, X., Pirillo, J., Hijikata, Y., Noro, S. I. (2024) Photoreactivity of C=N 
double bond using N-(4-pyridylmethylene)aniline-coordinated Zn(II) complex crystal. European 
Journal of Inorganic Chemistry 27(32), e202400272. (2024/8/28) 

Dai, B., Matsuzaki, S. I. S., Negishi, J. N., Xia, Z., Alam, M. K., Jiang, Z. (2024) Native fish assemblages 
in natural lakes across Japan: endemism deterioration lasting centuries. Diversity and Distributions 
30(6), e13850. (2024/4/2) 

Fu, R., Trencher, G., Yamanaka, Y. (2024) How might the spread of online meal-delivery services impact 
achievement of the SDGs? Discover Sustainability 5, 378. (2024/10/22) 

Hayakawa, Y. S., Gomez, C., Watanabe, T., Wang, T., Kobayashi, Y., Inomata, M., Sakai, T., Imagawa, S. 
(2025) Effects of ground-contacting gear on trail surface deformation from trampling. 
Environmental Challenges 18(8), 101107. (2025/2/16) 

He, M., Yamanaka, Y., Takamatsu, K. (2024) Possibility to grasp the older drivers’ conditions from the 
triennial nationwide survey of Japan for elderly welfare. International Journal of Environmental 
Research and Public Health 22, 5. (2024/12/20) 
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令和６年度修了者（令和７年５月１日現在） 
 
就職先別統計 
進学 33、農業、林業２、建設業５、製造業 25、電気・ガス・熱供給・水道業５、情報通信業

12、運輸・郵便業２、卸売・小売業４、金融・保険業１、学術研究、専門・技術サービス業

17、宿泊業、飲食サービス業１、生活関連サービス業、娯楽業１、教育、学習支援業５、複合

サービス事業２、サービス業１、公務４、その他２ 

計 122 

 
 
主な進路 
環境起学専攻 
いであ株式会社、株式会社インタラック北日本、株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバ
ル、株式会社 NJS、川崎汽船株式会社、シャープ株式会社、デロイト トーマツ アクト株式会社、
東洋製罐グループホールディングス株式会社、日揮グローバル株式会社、株式会社ニトリ、株式会
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社日本総合研究所、日立ヴァンタラ株式会社、株式会社船井総合研究所、株式会社北海道技術コン
サルタント、北海道旅客鉄道株式会社、モメンティブ･パフォーマンス･マテリアルズ･ジャパン合同
会社、環境省、北海道庁、市川市、北海道当別高等学校、北海道幌加内高等学校、Shuifa Group Co 
Ltd（中国）、Longfor Group Holdings Limited（中国）、Oy Arbonaut Ltd（フィンランド）、
WASH department of the municipality of Antananarivo（マダガスカル） 
 
地球圏科学専攻 
株式会社アカシック、伊藤忠商事株式会社、ENEOS 株式会社、株式会社岐阜新聞社、株式会
社 CONSCIENCE、株式会社サンリオ、ＪＦＥシステムズ株式会社、株式会社神鋼環境ソリュ
ーション、住友電気工業株式会社、双日株式会社、損害保険ジャパン株式会社、株式会社 中辻
金物、日本製鉄株式会社、富士通株式会社、北海道電力株式会社、株式会社リクルート 
 
生物圏科学専攻 
味の素株式会社、株式会社ウエスコ、NECソリューションイノベータ株式会社、株式会社 NTTドコモ、
株式会社 NHK エンタープライズ、株式会社 NTT データグループ、応用技術株式会社、京セラ株式会
社、株式会社建設技術研究所、サティス株式会社、サミー株式会社、株式会社 JERA、住友林業株式会
社、ゼブラ株式会社、タキイ種苗株式会社、東京電力エナジーパートナー株式会社、日本気象株式会
社、日本データサービス株式会社、日本電気株式会社、パシフィックコンサルタンツ株式会社、パブ
リックコンサルタント株式会社、株式会社ヒューマニック、富士通株式会社、株式会社フレクト、北
海道電力株式会社、みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社、三井化学株式会社、三菱重工業株式
会社、雪印メグミルク株式会社、リニューアブル・ジャパン株式会社、株式会社リバネス、株式会社
リンクアンドモチベーション、美瑛町農業協同組合、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）、
地方独立行政法人北海道立総合研究機構、山形県教育委員会、学校法人共愛学園 
 
環境物質科学専攻 
株式会社ソフトウエア・サイエンス、太陽ホールディングス株式会社、DOWA ホールディングス 株
式会社、日鉄ケミカル&マテリアル株式会社、日本曹達株式会社、ハイケム株式会社、本田技研工業
株式会社、三菱マテリアル株式会社、よつ葉乳業株式会社 
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Ⅴ 補  遺 
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１８ 規程 

 

○北海道大学大学院環境科学院規程 

平成17年4月1日 

海大達第49号 

第1章 総則 

(趣旨) 

第1条 この規程は、国立大学法人北海道大学組織規則(平成16年海大達第31号)第27条の3第4項の規定に基づ

き、環境科学院(以下「本学院」という。)の教育課程等に関し必要な事項を定めるものとする。 

(目的) 

第1条の2 本学院は、自然科学に基礎をおき、地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を行うとと

もに、これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第1章の2 専攻及び課程 

(専攻) 

第1条の3 本学院に、次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

(課程) 

第2条 本学院の課程は、博士課程とする。 

第2章 入学、再入学、転学、所属変更及び転専攻 

(入学) 

第3条 本学院に入学することのできる者は、北海道大学大学院通則(昭和29年海大達第3号。以下「通則」と

いう。)第4条第5項に規定する修士課程(以下「修士課程」という。)にあっては、通則第10条第1項各号のい

ずれかに、通則第4条第5項に規定する博士後期課程(以下「博士後期課程」という。)にあっては、通則第10

条第2項各号のいずれかに該当する者とする。 

2 前項に規定する者のうち、本学院の行う選考に合格した者については、教授会の議を経て、総長が入学を

許可する。 

(再入学及び転学) 

第4条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は、選考の上、教授会の議を

経て、総長がこれを許可することがある。 

(所属変更及び転専攻) 

第4条の2 通則第13条の2第1号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条の2第2号

に該当する者が転専攻を願い出た場合は、選考の上、教授会の議を経て、学院長がこれを許可することがあ

る。 

第3章 授業科目、修了要件、履修方法及び試験 

(授業科目及び単位) 

第5条 各専攻の授業科目及び単位は、別表のとおりとする。 

2 前項に規定する授業科目のほか、必要がある場合においては、教授会の議を経て、臨時の授業科目を設け

ることができる。 

(単位数の計算の基準) 
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第5条の2 各授業科目の単位数を定めるに当たっては、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等

を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については、15時間の授業をもって1単位とする。 

(2) 演習については、30時間の授業をもって1単位とする。 

(3) 実習については、45時間の授業をもって1単位とする。 

(課程の修了要件) 

第6条 修士課程の修了要件は、大学院に2年以上在学し、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け

た上、修士課程の目的に応じ、本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験

に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、大学院に1年以

上在学すれば足りるものとする。 

2 本学院において教育上有益と認めるときは、本学院の他の専攻、北海道大学(第10条において「本学」とい

う。)の大学院の研究科、他の学院若しくは教育部の専攻の授業科目又は学部の授業科目若しくは北海道大

学専門横断科目規程(平成31年海大達第50号)に定める専門横断科目を指定して履修させ、修士課程の単位

とすることができる。 

3 本学院において教育上有益と認めるときは、北海道大学大学院共通授業科目規程(平成12年海大達第24号)

に定める授業科目(次条において「共通授業科目」という。)を指定して履修させ、修士課程の単位とするこ

とができる。 

第7条 博士課程の修了要件は、大学院に5年(修士課程に2年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、

当該課程における2年の在学期間を含む。)以上在学し、修士課程において30単位以上、博士後期課程におい

て10単位以上をそれぞれ修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、本学院の行う博士論文の審査及び試験

に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、大学院に3

年(修士課程に2年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における2年の在学期間を含む。)

以上在学すれば足りるものとする。 

2 前条第1項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件につい

ては、前項中「5年(修士課程に2年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における2年の

在学期間を含む。)」とあるのは「修士課程における在学期間に3年を加えた期間」と、「3年(修士課程に2

年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における2年の在学期間を含む。)」とあるのは

「3年(修士課程における在学期間を含む。)」と読み替えて、前項の規定を適用する。 

3 前2項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則(昭和22年文部省令第11号)第156条の規定により、大学院

への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が、博士課程の後期3年

の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は、大学院に3年以上在学し、10単位以上を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期

間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、大学院に1年以上在学すれば足りるものとする。 

4 本学院において教育上有益と認めるときは、共通授業科目を指定して履修させ、第1項の規定により修得す

べき単位とすることができる。 

(長期履修) 

第8条 本学院において、学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは、教授会の議を経て、その

計画的な履修(以下「長期履修」という。)を認めることができる。 

2 長期履修に関し通則第4条の2に定めるもののほか、本学院において必要な事項は、教授会の議を経て、学

院長が別に定める。 

(他大学の大学院等における履修等) 
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第9条 本学院において教育上有益と認めるときは、教授会の議を経て、学生が他の大学の大学院の授業科目

を履修し、又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の

実施に伴う特別措置法(昭和51年法律第72号)第1条第2項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に

基づき設立された国際連合大学(次条第1項において「国際連合大学」という。)において学修することを認

めることができる。 

2 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については、修士課程及

び博士後期課程を通して15単位を超えない範囲において、教授会の議を経て第6条第1項又は第7条の規定に

より修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

3 本学院において教育上有益と認めるときは、教授会の議を経て、学生が他の大学の大学院若しくは研究所

等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。

ただし、修士課程の学生について認める場合には、当該研究指導を受ける期間は、1年を超えないものとす

る。 

(入学前の既修得単位等の認定及び在学年数の取扱い) 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは、教授会の議を経て、新たに本学院に入学した学生が、入

学前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得した単位(大学院設置基準

(昭和49年文部省令第28号)第15条に規定する科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位

を含む。)又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学において学修した成果を、本学院において修得し

た単位以外のものについては、修士課程及び博士後期課程を通して15単位を超えない範囲において、本学院

における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

2 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は、前条第2項の規定により修得したものと

みなす単位数と合わせて、修士課程及び博士後期課程を通して20単位を超えないものとする。 

3 本学院は、第1項の規定により入学前に修得した単位又は学修の成果(学校教育法(昭和22年法律第26号)第

102条第1項の規定により入学資格を有した後、修得したものに限る。)を本学院において修得したものとみ

なす場合であって、当該単位又は学修の成果の修得により本学院の修士課程の教育課程の一部を履修した

と認めるときは、当該単位数、その修得に要した期間その他を勘案して1年を超えない範囲において、本学

院が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし、この場合においても、当該課程に少なくとも

1年以上在学するものとする。 

(履修方法) 

第11条 授業科目の履修方法の細目については、教授会の議を経て、学院長が定める。 

(試験) 

第12条 各授業科目の試験(以下「科目試験」という。)は、当該授業科目の授業が終了した学期末に行う。た

だし、やむを得ない事由があるときは、教授会の議を経て、臨時に実施することができる。 

(成績の評価) 

第13条 科目試験の成績は、秀、優、良、可及び不可の5種とし、秀、優、良及び可を合格とする。 

(学位論文の提出期日) 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は、本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第4章 課程修了の認定 

(課程修了の認定) 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は、当該課程の修了要件を満たした者について、教授会の議を経て、総

長がこれを認定する。 

第5章 特別聴講学生、特別研究学生及び外国人留学生 

(特別聴講学生) 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し、単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国の大
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学の大学院の学生があるときは、教授会の議を経て、特別聴講学生としてこれを許可することができる。 

2 特別聴講学生は、学期又は学年ごとに許可する。 

3 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については、第12条及び第13条の規定を準用する。 

(特別研究学生) 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生がある

ときは、教授会の議を経て、特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

(外国人留学生) 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については、教授会の議を経て、総長がこれを許可する

ことがある。 

附 則 

1 この規程は、平成17年4月1日から施行する。 

2 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則(平成17年海大達第45号)附則第2項に規定する地球環境科学

研究科の地圏環境科学専攻、生態環境科学専攻、物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学専攻に在学する

者(以下「地球環境科学研究科在学者」という。)に係る教育課程の実施及び課程修了の認定は、同附則第4

項の規定に基づき環境科学院が行うものとし、当該地球環境科学研究科在学者に係る教育課程、課程修了の

要件その他教育に関し必要な事項は、環境科学院において別に定める。 

3 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程(平成5年海大達第15号)は、廃止する。 

附 則(平成18年4月1日海大達第95号) 

この規程は、平成18年4月1日から施行する。 

附 則(平成19年4月1日海大達第140号) 

1 この規程は、平成19年4月1日から施行する。 

2 平成19年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の第13条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則(平成19年12月26日海大達第285号) 

この規程は、平成19年12月26日から施行する。 

附 則(平成20年4月1日海大達第83号) 

1 この規程は、平成20年4月1日から施行する。 

2 平成20年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則(平成22年4月1日海大達第95号) 

この規程は、平成22年4月1日から施行する。 

附 則(平成23年4月1日海大達第121号) 

この規程は、平成23年4月1日から施行する。 

附 則(平成27年4月1日海大達第128号) 

1 この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

2 平成27年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則(平成28年4月1日海大達第92号) 

1 この規程は、平成28年4月1日から施行する。 

2 平成28年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の北海道大学大学院環境科学院規程の規定にかか

わらず、なお従前の例による。 
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附 則(平成29年4月1日海大達第120号) 

この規程は、平成29年4月1日から施行する。 

附 則(平成31年4月1日海大達第101号) 

1 この規程は、平成31年4月1日から施行する。 

2 平成31年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則(令和2年4月1日海大達第90号) 

1 この規程は、令和2年4月1日から施行する。 

2 令和2年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則(令和3年4月1日海大達第73号) 

この規程は、令和3年4月1日から施行する。 

附 則(令和4年4月1日海大達第95号) 

1 この規程は、令和4年4月1日から施行する。 

2 令和4年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則(令和5年4月1日海大達第89号) 

1 この規程は、令和5年4月1日から施行する。 

2 令和5年3月31日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年4月1日以降

に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表(第5条関係) 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程   修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み、合計30

単位以上を修得すること。 

(必修科目)   

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

(選択科目)  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

再生可能エネルギー総論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 2 

応用生態学特論 2 
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環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

環境起学基礎演習 1 

実践環境科学総論Ⅰ 2 

実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 

実践環境科学実習Ⅱ 1 

実践環境科学インターンシップⅠ 2 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

博士後期課程  

(必修科目)  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程   修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み、合計30

単位以上を修得すること。 

(必修科目)   

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

(選択科目)  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古気候学特論 2 

生物地球化学基礎論 2 



 - 92 - 

北極域総論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

生態系環境科学特論 2 

生態系物質循環学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 

理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 2 

極域海洋学特論 2 

大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

(必修科目)  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み、合計30

単位以上を修得すること。 

(必修科目)  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

(選択科目)  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 
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分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 2 

北方生態系の生物多様性基礎論 2 

生物生産学基礎論 2 

植物生態・多様性生物学特論Ⅰ 2 

植物生態・多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 

環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

(必修科目)  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位、選択必修科目

から8単位以上を含み、合計30単位

以上を修得すること。ただし、環境

物質科学実習Ⅰ及び環境物質科学

実習Ⅱの単位は、修了に必要な単

(必修科目)  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 
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環境物質科学基礎論Ⅲ 2 位数に算入することができない。 

(選択必修科目)  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

(選択科目)  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

(必修科目)  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

(選択科目)  

環境科学総論 2 

環境科学研究基礎論 1 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

(選択科目)  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１９ 予算 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

令和６年度 ９，７５７ 

 

 

 

２０ 安全管理 

実施項目 防災訓練 

実施日 １０月４日 

実施内容：総合訓練 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月～６月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止し，省エネルギーの意識を高めるた

めに実験室・居室等を対象に実施 
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２１ 国際交流協定 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 

国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, National 
Cheng Kung University 
Department of Environmental Engineering, National 
Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成30年3月19日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 中華民国（台湾） 国立台湾大学 工学院 
College of Engineering, National TAIWAN University 平成26年3月6日  

13 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

14 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 

平成27年2月16日 
（更新：令和5年2月16日）  

15 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

16 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日 
（更新：令和4年5月2日）  

17 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日 
（満了：令和5年8月10日）  

18 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

19 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  
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 国・地域名 機関名 締結日 備考 

20 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日 
（満了：学部統合に伴う新規締
結のため №24参照） 

 

20 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成30年7月26日 
（廃止：令和2年4月15日）  

21 中華人民共和国 
武漢紡織大学化学・化学工学院 
College of Chemistry and Chemical Engineering, 
Wuhan Textile University 

令和元年10月15日  

22 タイ王国 ヴィデャシリメディ科学技術大学 
Vidyasirimedhi Institute of Science and Technology 令和2年2月27日  

23 インドネシア共和国 
ハサヌディン大学数学自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, 
Hasanuddin University 

令和6年1月5日  

24 インドネシア共和国 

イスラム大学数学・自然科学部および土木工学・計
画学部 
Faculty of Civil Engineering and Planning / 
Mathematics and Natural Sciences, Islamic University 
of Indonesia 

令和6年1月18日  

25 ベトナム社会主義共和国 

ベトナム国家大学ホーチミン校自然科学大学 
物理・工学物理学部 
Physics and Engineering Physics Faculty, Viet 
Nam National University Ho Chi Minh City - 
University of Science 

令和6年5月9日  

26 中華民国（台湾） 
国立中央大学工学院及び理学院 
College of Engineering and College of Sicnece,  
National Central Univeristy 

令和6年11月5日（参画）  

27 中華人民共和国 
大連理工大学化工学院 
School of Chemical Engineering, Dalian University of 
Technology 

令和6年11月12日  

※後日大学間交流締結 
 

 
大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 

 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 

 

5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 
（更新：平成30年6月13日） 
（更新：令和2年11月5日） 

※ 
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 国・地域名 機関名 締結日 備考 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  

16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 

平成26年7月16日 
（改訂：令和3年7月16日） ※ 

23 オランダ王国 アムステルダム自由大学 
Vrije Universiteit Amsterdam 平成28年1月18日  

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

27 インド インド工科大学ハイデラバード校 
Indian Institute of Technology Hyderabad 平成30年4月2日  

※：責任部局として参画 
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